






要約:二分脊椎に焦点を合わせ、その発生頻度、発生に関わる内容、病変部位と運動(移動)

能力、移動能力に関係する他の所見について検討した。結果、年度別の発生頻度に差はな

かったが、県内の地域により発生頻度に有意の差がみられ、また、女児に多い傾向が明ら

かとなった。運動(移動)能力は病変が脊椎の低い部位にあること、水頭症が合併していな

いか、あっても脳外科的な処置が早く行われている症例に知的能力、移動能力、排尿処理

能力で望ましい対応かできていた。


